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春休み浜松学童保育 
「キッズ・ラボ」開催しました 

 今年の春休みも浜松キャンパスで学童保
育を行いました。 
 今回から学童保育を外部の業者へ業務
委託しましたが、楽しいプログラムが実施
され、充実した毎日でした。学童終了後
のアンケートでは、参加児童から、「新し
いお友達ができた」「いろいろなことが学
べた」など、嬉しい回答を得ることができ
ました。ほとんどの児童がまた参加したい
とのことでした。 

浜松オープンキャンパス 
「女子高校生なんでも相談コーナー」を開設します 

  8月7日（水）11時から15時半、附属図書館浜松分館グループワー
クエリアにおいて、今年も女子高校生を対象として、進学に関する
迷いや不安について、在学中の工学部女子学生がお答えします。 
毎年、参加した女子高校生から、大変ためになったという感想をい
ただいていますので、ぜひ、オープンキャンパスにお越しの際は、 
お立ち寄りください。 

～～お知らせ～～ 

  7月下旬に多目的保育施設「たけのこ」で
子育て支援イベントを開催します。 
  今回は、教育学部の学生が子どもたちの
ためにアイデアを出し合って作った作品を通
して、学生たちと 
楽しく遊ぼうと計画 
中です。詳しくは、 
後日ホームページ 
に掲載します。 
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 今年の夏休みも充実したプログラムで、
子どもたちに楽しく参加してほしいと思い
ます。夏休みの浜松学童キッズ・ラボ募集

の締切は、7月3日（水）午後5時まで
となっています。詳しくは、男女共同参画
推進室のホームページをご覧ください。 

夏休み「キッズ・ラボ」 
募集中！（締切：7月3日） 

  本年度から研究支援員の配置申請が、 

いつでも必要なときに行えます。 

  出産、育児、介護等により研究活動を十分
に行うことができないとき、予算の範囲内で
研究支援員を配置して、研究者を支援して
います。  詳しくは、ホームページまたは、
男女共同参画推進室までお問い合わせくだ
さい。 



2013年度 男女共同参画推進委員会と推進室メンバー紹介 

推進室長からメッセージ 

男女共同参画推進委員会 
中野美恵子（男女共同参画担当副学長、 
                                           教育学部教授） 
前田千尋（総務・財務・施設担当理事） 
田島慶吾（人文社会科学部教授）＊ 
田宮   縁（教育学部准教授）＊ 
嘉規香織（大学院理学研究科准教授）＊ 
鮫島玲子（大学院農学研究科准教授）＊ 
本橋令子（大学院農学研究科准教授） 
鳥居孝夫（大学院工学研究科教授）＊ 
岩崎一孝（大学院情報学研究科教授）＊ 
吉川真理（大学院法務研究科教授）＊ 
中村和夫（学長補佐、大学院法務研究科教授） 
的場啓一（男女共同参画推進室特任准教授）＊ 
石﨑忠夫（事務局総務部長） 
彦坂伸一（事務局学務部長） 
大内あづさ（事務局企画部長） 

男女共同参画推進室 
中野美恵子（室長、男女共同参画担当副学長、 
                                            教育学部教授） 
中村和夫（室長補佐、学長補佐、 
                               大学院法務研究科教授） 
石﨑忠夫（室長補佐、事務局総務部長） 
的場啓一（室員、 
               男女共同参画推進室特任准教授）＊ 
鍛治   肇（室員、人事課課長） 
中村幸夫（室員、職員課課長）＊ 
市川成和（室員、職員課副課長）＊ 
久保田政雄（室員、職員課職員係係長）＊ 
清水千佳（室員、職員課職員係主任） 
戸塚裕子（室員） 
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  こんにちは！ 
  教育学部生涯スポーツ教室所属・中野美恵子です。 
  平成19年に始動した男女共同参画推進室は、大村知子
初代室長、舩橋惠子二代目室長のご活躍により、「静岡大
学に男女共同参画制度あり」と言われるほど、地方大学で
ありながら、存在感を示すまでに成長してきました。本年
度から三代目室長をお受けし、その重責を日々感じながら
も、これまで以上の展開を目指し、室員の皆々様と一緒に
頑張ってまいります。 
  この４月から業務へ参加し、仕事量の多寡は判りません
が、これだけは判ります･･･これまでの室長よりも「仕事がや
りやすい環境にある」ということは！！ 女性研究者支援
を始めた頃に比べれば、学内構成メンバーの意識はもちろ
んですが、僅かの期間で社会の認識も変わりました。「男
女共同参画」を謳うのは古い、と言われる時が、間もなく
来るかもしれません。 
  しかし、「無関心層」の心を変貌させるのは大変です。
「男女共同参画」に対する意識は「無関心」よりも重症であ
り、年齢を重ねるに従い、「固定的性別役割分担があり、男
女は平等でない」と考える比率が高くなる、と言われます。
「防災・減災は無関心層の対応が難しい」とよく言われます
が、「男女共同参画」は、「思い込み」があるために、それ
以上に変貌は困難でしょう。このように、「意識改革」一つ
にも時間がかかるのを覚悟して、今後も様々な角度から、
継続的な試みを行ってまいります。 
  どうぞ、宜しくお願い申し上げます！！ 

＊印は、男女共同参画相談員です。 

学際科目で卒業生が講演 

  学際科目「ジェンダーからみる現代社
会」において、大石佳枝さん（農学部
卒）、川添友理香さん（理学部卒）、酒
井朋子さん（教育学部卒）、岩田智穂さ
ん（人文学部卒）の4名を講師として招
き、自らの経験をもとに在学生に就職
や社会人としての生活などについて話
していただきました。 
受講生たちは、今後の参考にしようと、
真剣に先輩の話を聴き、いろんな質問
をしていました。 

本学の取り組みを紹介 

  6月18日(火)、独立行政法人農業・食
品産業技術総合研究機構の若手研究
者の研修において、的場啓一特任准教
授が本学の男女共同参画の取り組みを
紹介しました。また、男女共同参画推進
委員の鮫島玲子先生（農学研究科）が
ロールモデルを紹介しました。 

キャリアサポートセミナー 

  6月11日(火)、女性の登用を進めるた
め、女性係長を対象として、「キャリア 
               サポートセミナー」を開催し 
                ました。班別討議も行い、 
             女性のキャリア形成について 
             活発に話し合いました。 


